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広 告

｢きんか」誌編集委員会では｢寝転がって読める平易な原稿｣

を募集しています。

原 稿 内 容：科学技術の市井の中での所感、社会時評、仕事を
通じての随想、機知やユーモアに富んだ話題など。

原 稿 書 式：ワードなどのテキスト形式で保存されたものを
Ｅ-mail にて添付送付して下さい。手書原稿は
郵送にて受付けています。

原 稿 採 択：応募原稿の採否や掲載月は編集委員会にご一任
下さい。採用原稿筆者には薄謝を進呈致します。

������������求む!!きんか誌原稿!!
原稿送付先および問合先：近畿化学協会 会誌編集担当

〒 550-0004 大阪市西区靭本町 1-8-4
TEL 06-6441-5531 FAX 06-6443-6685
E-mail：k i n k a s i @ k i n k a . o r . j p

あなたの「きんか」らしい原稿をお待ちしています!!

広 告 募 集
本誌では、会員の皆様を対象に、広告を募集しております。
会員を結ぶ媒体として、新製品・新技術の紹介などに、大いにご活用下さい。

サイズ 横 × 縦 1回あたりの掲載料
広告タイプ A）誌面 半段分 7.0 × 6.5 30,000 円（税別）

B）誌面 １段分 14.5 × 6.5 50,000 円（税別）
C）誌面 半頁分 14.5 × 10.0 70,000 円（税別）

全てモノクロでの掲載となります。掲載位置については、ご一任下さい。
内容が本誌にふさわしくないと判断したものについては、掲載をお断りする場合があります。
詳細は、下記までお問合せ下さい。

申 込 締 切 ： 原則として、掲載希望月の前々月末日までにお申込下さい。
入 稿 締 切 ： 掲載原稿は、掲載希望月の前月 10日までにお送り下さい。
問 合 先 ： 〒 550-0004 大阪市西区靭本町 1-8-4 近畿化学協会 会誌編集担当

TEL.06-6441-5531/FAX.06-6443-6685/E-mail：kinkasi@kinka.or.jp
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■

今
月
の
表
紙

サ
ン
コ
ウ
チ
ョ
ウ
（
三
光
鳥
）
全
長
雄
45.5

cm
、
雌
は
17.5
cm
。
夏
鳥
と
し
て
東
南
ア
ジ
ア

か
ら
本
州
以
南
に
渡
来
し
、
平
地
か
ら
低
山

の
薄
暗
い
林
に
棲
息
す
る
。
渡
来
時
に
は
各

地
の
都
市
公
園
（
大
阪
城
公
園
で
は
５
月
10

日
前
後
に
20
羽
近
く
立
ち
寄
る
こ
と
で
有

名
）
に
も
立
ち
寄
る
。
黒
い
頭
と
顔
に
青
い

目
と
嘴
が
映
え
、
長
い
尾
を
ひ
ら
ひ
ら
さ
せ

て
飛
ぶ
姿
は
ヒ
タ
キ
科
の
中
で
も
最
も
魅
力

的
。
囀
り
も
ギ
ヒ
ー
ホ
イ
ホ
イ
ホ
イ
と
聞
こ

え
て
く
る
こ
と
か
ら
月
日
星
ホ
イ
ホ
イ
ホ
イ

と
聞
き
な
し
さ
れ
て
い
る
。
箕
面
や
篠
山
の

森
で
繁
殖
す
る
。

写
真
・
文

磯
江
幸
彦

〈協力委員〉
松 本 章 一（阪府大院工）
松 川 公 洋（JST）
大 堺 利 行（神戸大院理）
片 岡 義 晴

澤田みさき（イーストマンケミカル）
夏 苅 英 昭（帝京大薬）
山 﨑 友 紀（法政大）
前 田 雅 也（三協化成）

一
般
社
団
法
人

近
畿
化
学
協
会

男
女
共
同
参
画
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
特
別
講
演
会

ご
案
内

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
を
考
慮
し
、
来
る
五
月
二
八
日

の
社
員
総
会
後
に
予
定
し
て
お
り
ま
す
行
事
は
、
左
記
の
通
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン

に
て
開
催
致
し
ま
す
。

な
お
、
例
年
、
開
催
し
て
お
り
ま
す
「
終
身
会
員
証
贈
呈
式
」、「
第
73
回
化
学

技
術
賞
・
第
21
回
環
境
技
術
賞
表
彰
式
」、「
懇
親
会
」
は
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
会
員
各
位
の
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

記

日

時

二
〇
二
一
年
五
月
二
八
日
（
金
）
午
後
二
時
十
五
分
～
五
時
十
分

開
催
形
式

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
講
演
会
（
ラ
イ
ブ
配
信
）

一
、
新
旧
会
長
挨
拶
（
二
時
十
五
分
～
二
時
三
五
分
）

一
、
新
終
身
会
員
、
第
73
回
化
学
技
術
賞
・
第
21
回
環
境
技
術
賞
受
賞
者
の

ご
紹
介
（
二
時
三
五
分
～
二
時
四
五
分
）

一
、
男
女
共
同
参
画
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
二
時
五
〇
分
～
四
時
）

『
６
Ｋ
ラ
イ
フ
の
す
す
め
～
研
究
者
、
子
育
て
、
家
事
、
介
護
、
看
護
、
子
ど
も
会
～
』

内
閣
府
地
域
働
き
方
改
革
推
進
会
議
委
員

渥
美

由
喜
氏

一
、
特
別
講
演
会
（
四
時
十
分
～
五
時
十
分
）

『
ゲ
ノ
ム
情
報
を
活
用
し
た
生
物
多
様
性
保
全
』

京
都
大
学
大
学
院
農
学
研
究
科
森
林
科
学
専
攻
教
授

井
鷺

裕
司
氏

参
加
費

会
員
無
料

申
込
締
切

五
月
二
一
日
（
金
）

参
加
申
込
方
法

近
畿
化
学
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
https://kinka.or.jp/）

よ
り
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
ツ
ー
ル
は
「
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
」
を
利
用
し
ま
す
。
無
料
ア
プ
リ

ま
た
は
ブ
ラ
ウ
ザ
で
ご
参
加
可
能
で
す
。

※
パ
ソ
コ
ン
等
、
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
ツ
ー
ル
利
用
に
際
し
て
の
必
要
な
機
材
・

設
備
は
各
自
で
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

※
参
加
申
込
者
に
は
、『
五
月
二
五
日
頃
に
「
接
続
Ｉ
Ｄ
」
等
』
の
情
報
を
Ｅ
メ
ー

ル
に
て
お
届
け
し
ま
す
。

連
絡
先

一
般
社
団
法
人
近
畿
化
学
協
会

電

話

０
６
-６
４
４
１
-５
５
３
１

Ｅ
メ
ー
ル

m
ail@
kinka.or.jp

※
第
38
回
社
員
総
会
は
、
総
会
構
成
員
・
代
議
員
の
出
席
の
も
と
、
午
後
一
時
よ
り

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
致
し
ま
す
。
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一
．
は
じ
め
に

現
在
私
た
ち
の
身
の
回
り
に
は
数
多
く
の
鉄
製
品

が
あ
り
ま
す
。
身
近
な
と
こ
ろ
で
は
、
ス
プ
ー
ン
や

フ
ォ
ー
ク
、
冷
蔵
庫
・
洗
濯
機
・
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の

家
電
・
電
化
製
品
の
一
部
、
自
動
車
や
電
車
、
船
か

ら
建
材
と
し
て
ビ
ル
や
橋
に
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
鉄
の
無
い
生
活
は
想
像
で
き
ま
せ
ん
。
か
つ

て
十
九
世
紀
の
ド
イ
ツ
・
プ
ロ
イ
セ
ン
王
国
宰
相
ビ

ス
マ
ル
ク
が
「
鉄
は
国
家
な
り
」
と
言
っ
て
い
ま
す

が
、
カ
ー
ボ
ン
フ
ァ
イ
バ
ー
や
セ
ル
ロ
ー
ス
ナ
ノ

フ
ァ
イ
バ
ー
な
ど
新
し
い
素
材
が
出
て
き
て
い
て

も
、
ま
だ
ま
だ
素
材
と
し
て
の
鉄
の
重
要
性
は
非
常

に
高
い
で
す
。
鉄
は
、
地
殻
で
の
存
在
量
が
ア
ル
ミ

ニ
ウ
ム
に
次
い
で
多
い
金
属
で
、
地
球
重
量
の
約
三

〇
％
、
可
採
埋
蔵
量
は
金
属
中
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
で

す
。
こ
の
よ
う
に
私
た
ち
の
身
近
に
あ
る
鉄
は
ア
ル

ミ
ニ
ウ
ム
な
ど
に
比
べ
る
と
製
錬
し
や
す
い
こ
と
か

ら
古
く
か
ら
使
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

鉄
の
利
用
は
古
く
、
紀
元
前
三
千
年
ご
ろ
に
は
メ

ソ
ポ
タ
ミ
ア
で
ヒ
ッ
タ
イ
ト
人
が
鉄
を
使
用
し
て
い

た
こ
と
が
知
ら
れ
、
現
在
の
鉄
鉱
石
か
ら
取
り
出
す

鉄
精
錬
法
は
世
界
各
地
で
紀
元
前
千
四
百
年
ご
ろ
に

は
開
発
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
鉄
は
天
然
で
は
酸
化
鉄

と
し
て
存
在
し
て
お
り
、
鉄
を
金
属
素
材
と
し
て
使

用
す
る
に
は
ま
ず
還
元
し
て
取
り
出
す
必
要
が
あ
り

ま
す
。
鉱
石
を
還
元
し
て
金
属
を
取
り
出
す
こ
と
を

製
錬
と
言
い
ま
す
。
鉄
の
場
合
、
鉄
鉱
石
を
還
元
す

る
こ
と
は
製
銑
と
言
い
、
こ
れ
に
よ
っ
て
取
り
出
さ

れ
る
も
の
は
銑
鉄
（
鋳
鉄
）
と
言
い
ま
す
。
古
代
～

中
世
で
は
鉄
鉱
石
か
ら
銑
鉄
・
鋳
鉄
を
取
り
出
し
て

い
た
「
直
接
製
鉄
法
」
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
銑
鉄
・
鋳
鉄
は
炭
素
を
二
～
六
％
含
み
、
硬

く
て
も
ろ
い
た
め
構
造
材
に
は
用
い
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
近
代
以
降
工
業
的
に
は
、
還

元
工
程
を
経
て
い
っ
た
ん
銑
鉄
・
鋳
鉄
を
生
成
し
て

か
ら
、
そ
の
後
炭
素
等
の
不
純
物
を
取
り
除
く
「
間

接
製
鉄
法
」
が
採
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
段
階
目
は
鉄

鉱
石
か
ら
酸
素
を
取
り
除
く
還
元
工
程
で
あ
る
製

銑
。
二
段
階
目
は
炭
素
等
の
不
純
物
を
取
り
除
く
製

鋼
の
工
程
で
す
。
二
段
階
目
の
製
鋼
工
程
か
ら
得
ら

れ
る
不
純
物
の
含
有
量
が
少
な
い
も
の
を
鋼
鉄
・
錬

鉄
と
言
い
ま
す
。

日
本
に
古
来
か
ら
あ
る
「
た
た
ら
製
鉄
法
」
は
、

多
く
は
砂
鉄
を
原
料
と
し
、
直
接
製
鉄
法
に
当
た
る

鉧
押

け
ら
お

し
と
間
接
製
鉄
法
に
当
た
る
銑
押

ず
く
お

し
と
い
う
製

法
あ
り
ま
す
が
、
世
界
的
に
中
世
ま
で
行
わ
れ
て
い

た
製
法
で
は
生
産
の
た
び
に
炉
を
破
壊
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
な
ど
鉄
製
品
の
連
続
生
産
・
大
量
生
産
に

は
向
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

江
戸
末
期
の
日
本
は
、
隣
国
清
国
の
ア
ヘ
ン
戦
争

で
の
敗
北
や
浦
賀
へ
の
ペ
リ
ー
来
航
が
あ
り
、
欧
米

列
強
の
侵
略
か
ら
国
を
守
る
た
め
、
西
洋
文
化
・
技

術
を
取
り
入
れ
、
対
抗
し
て
い
く
こ
と
が
急
務
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
今
か
ら
約
百
六
十

年
前
、
大
島

お
お
し
ま

高
任

た
か
と
う

（
一
八
二
六
～
一
九
〇
一
年
）
は
、

欧
米
の
製
鉄
技
術
に
な
ら
い
、
間
接
製
鉄
法
に
よ
る

連
続
大
量
生
産
を
目
指
し
、
西
洋
式
高
炉
を
建
造
、

商
用
高
炉
と
し
て
は
日
本
初
の
本
格
的
連
続
出
銑
に

成
功
し
ま
し
た
。
強
度
の
あ
る
鉄
製
品
を
大
量
に
造

る
た
め
に
は
鉄
鉱
石
を
原
料
と
し
一
度
銑
鉄
を
取
り

出
し
二
段
階
で
行
う
製
鉄
の
方
法
が
適
し
て
い
ま

す
。
こ
の
銑
鉄
を
取
り
出
す
製
法
を
目
指
し
た
人
物

で
す
。

今
回
は
、
そ
ん
な
業
績
に
ち
な
み
「
近
代
製
鉄
の

父
」
と
呼
ば
れ
る
大
島
高
任
を
紹
介
し
ま
す
。

二
．
近
代
製
鉄
の
父

大
島
高
任

大
島
高
任
は
、
一
八
二
六
年
（
文
政
九
年
）、
盛
岡

藩
（
南
部
藩
と
も
い
う
。）
侍
医
大
島
周か

ね

意お
き

の
長
男

と
し
て
盛
岡
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
名
は
文ぶ

ん

治じ

、
の
ち

に
周

し
ゅ
う

禎て
い

、
そ
の
後
総
左
衛
門
（
惣
左
衛
門
）
と
名
乗

り
ま
し
た
。
岩
手
県
の
南
部
と
言
い
ま
す
と
南
部
鉄

器
が
有
名
で
す
が
、
鉄
つ
な
が
り
で
あ
る
こ
と
は
必

然
的
な
こ
と
で
す
。
こ
の
近
隣
の
北
上
山
地
で
は
、

鉄
の
原
料
と
な
る
砂
鉄
や
岩
鉄
（
鉄
鉱
石
）
が
採
れ
、

鋳
型
材
料
と
な
る
砂
や
粘
土
、
燃
料
と
な
る
木
炭
な

ど
の
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
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江
戸
時
代
の
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
に
学
ぶ
（
八
）

『
大
島

高
任
』

岩い
わ

堀ほ
り

伸の
ぶ

彦ひ
こ

（
テ
ク
ノ
未
来
塾
）



若
い
こ
ろ
か
ら
蘭
方
医
学
（
内
科
学
）
と
舎
密
学

に
興
味
が
あ
り
、
一
八
四
二
年
（
天
保
十
三
年
）、
高

任
は
十
七
歳
で
江
戸
の
箕
作

み
つ
く
り

阮げ
ん

甫ぽ

に
入
門
し
ま
す

が
、
箕
作
の
推
薦
に
よ
り
、
坪
井

つ
ぼ
い

信
道

し
ん
ど
う

の
日
習
堂

に
っ
し
ゅ
う
ど
う

に

入
門
し
蘭
学
を
学
び
ま
し
た
。
一
八
四
六
年
（
弘
化

三
年
）
盛
岡
藩
の
藩
命
に
よ
り
二
〇
代
で
長
崎
に
留

学
し
兵
法
（
砲
術
）・
鉱
山
学
（
冶
金
・
採
鉱
）
な
ど

を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
砲
術
家
の
高
島
秋
帆
の
息

子
浅
五
郎
や
秋
帆
の
弟
子
池
辺
啓
太
に
教
え
を
受
け

ま
し
た
。
高
島
秋
帆
の
弟
子
に
は
ほ
か
に
伊
豆
韮
山

代
官
江
川
英ひ

で

龍た
つ

が
い
ま
す
。
長
崎
留
学
中
に
は
西
洋

の
製
鉄
技
術
書
の
翻
訳
に
協
力
し
自
ら
の
知
識
を
高

め
ま
し
た
。
そ
の
後
嘉
永
二
年
、
九
州
か
ら
大
坂
に

行
き
、
緒
方
洪
庵
の
適
塾
に
入
門
。
西
洋
流
の
兵
術

を
講
じ
て
回
り
、
畿
内
の
藩
士
の
依
頼
に
よ
り
大
砲

を
鋳
造
、
発
砲
術
を
指
導
し
ま
し
た
。

帰
藩
後
、
総
左
衛
門
と
名
乗
り
、
嘉
永
四
年
盛
岡

藩
の
御
鉄
砲
方
と
し
て
西
洋
砲
術
を
教
え
て
い
ま
し

た
が
、
一
八
五
二
年
（
嘉
永
五
年
）、
再
び
江
戸
に
行

き
、
伊い

東
玄

と
う
げ
ん

朴ぼ
く

の
象
先
堂

し
ょ
う
せ
ん
ど
う

で
兵
法
・
砲
術
を
学
び
ま

し
た
。
江
戸
や
長
崎
で
学
ぶ
う
ち
に
高
任
は
海
外
の

列
強
か
ら
日
本
を
守
る
「
国
防
」
に
目
覚
め
西
洋
の

砲
術
の
知
識
習
得
に
努
め
ま
し
た
。

一
八
五
三
年
（
嘉
永
六
年
）
の
ペ
リ
ー
来
航
の
危

機
か
ら
、
水
戸
藩
主
徳
川
斉
昭
に
招
か
れ
、
水
戸
藩

那
珂
湊
に
反
射
炉
を
建
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

水
戸
藩
で
反
射
炉
が
建
設
さ
れ
る
前
後
（
一
八
五

〇
～
一
八
六
〇
年
）
に
は
日
本
各
地
で
反
射
炉
の
建

設
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
鉄
鉱
石
を
還
元
す
る
の

は
溶
鉱
炉
（
高
炉
）
で
、
高
炉
で
得
ら
れ
た
銑
鉄
を

用
い
て
鋼
鉄
と
す
る
（
製
鋼
）
の
が
反
射
炉
で
す
。

製
鋼
は
現
在
で
は
ふ
つ
う
転
炉
で
行
い
ま
す
が
、
転

炉
が
で
き
る
ま
で
は
欧
米
で
も
反
射
炉
が
使
わ
れ
て

い
ま
し
た
。

日
本
各
地
の
反
射
炉
建
設
で
ま
ず
、
江
川
英
龍
の

協
力
も
得
な
が
ら
佐
賀
藩
主
鍋
島
直
正
が
佐
賀
築
地

つ
い
じ

に
完
成
さ
せ
(一
八
五
〇
年
)、
日
本
で
初
め
て
銑
鉄

製
の
大
砲
を
製
造
し
ま
し
た
。
次
に
薩
摩
藩
で
は
、

ガ
ラ
ス
工
場
・
蒸
気
機
関
製
造
所
を
含
む
近
代
工
場

群
の
「
集
成
館
」
に
、
洋
式
高
炉
・
反
射
炉
を
建
設

(一
八
五
二
年
)、
一
八
五
四
年
（
安
政
元
年
）
洋
式

高
炉
で
鉄
鉱
石
に
よ
る
製
鉄
に
成
功
し
ま
し
た
。

（
し
か
し
こ
の
と
き
は
安
定
操
業
に
は
至
り
ま
せ
ん

で
し
た
）。

水
戸
藩
主
徳
川
斉
昭
は
、
鹿
児
島
で
集
成
館
を
建

設
し
た
薩
摩
藩
主
島
津
斉
彬
と
交
流
が
あ
り
、
二
人

は
列
強
か
ら
国
を
守
る
た
め
優
れ
た
大
砲
づ
く
り
を

目
指
し
、
そ
の
た
め
の
製
鉄
技
術
を
確
立
し
よ
う
と

し
て
い
ま
し
た
。
高
任
は
こ
の
徳
川
斉
昭
に
招
か

れ
、
一
八
五
六
年
（
安
政
三
年
）、
水
戸
那
珂
湊
に
反

射
炉
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

日
本
に
お
け
る
製
鉄
は
武
器
で
あ
る
日
本
刀
や
鉄

砲
の
需
要
・
発
展
と
切
り
離
す
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
幕
末
の
当
時
西
洋
か
ら
伝
わ
っ
た
技
術
は
そ
の

時
の
最
新
の
も
の
で
は
な
く
、
し
か
も
そ
の
中
の
一

部
、
日
本
に
入
っ
て
き
た
文
献
か
ら
翻
訳
し
て
得
た

情
報
で
し
た
。
こ
う
し
た
状
況
で
も
高
炉
・
反
射
炉

を
造
り
、
大
砲
な
ど
の
鉄
製
品
を
造
る
技
術
が
あ
っ

た
の
は
大
工
、
瓦
・
陶
磁
器
職
人
、
鍛
冶
屋
の
職
人

集
団
が
い
て
、
高
度
な
製
鉄
技
術
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
で
あ
り
、
短
時
間
で
技
術
を
取
り
入
れ
る
潜
在
能

力
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

水
戸
の
反
射
炉
で
は
大
砲
の
製
造
に
成
功
し
ま
す

が
、
砂
鉄
が
原
料
の
大
砲
で
は
強
度
面
で
問
題
が
あ

る
こ
と
を
知
り
、
鉄
鉱
石
を
原
料
と
し
洋
式
高
炉
で

出
銑
す
る
こ
と
（
反
射
炉
の
原
料
と
な
る
銑
鉄
を
取

り
出
す
こ
と
）
を
目
指
し
ま
す
。
そ
の
鉄
鉱
石
の
産

地
こ
そ
盛
岡
藩
内
の
釜
石
だ
っ
た
の
で
す
。
当
時
各

きんか 2021 Vol.73 No.5 2

新
た
な
年
を
迎
え
て
、
新
た
な
仕
組
み
を

中な
か

村む
ら

德の
り

幸ゆ
き
（
本
会
理
事

国
立
研
究
開
発
法
人
産
業
技
術
総
合
研
究
所
関
西
セ
ン
タ
ー
）

東
京
農
工
大
学
大
学
院
工
学
府
客
員
教
授
（
連
携
大
学
院
）

温泉分析書

製 銑 工 程 製 鋼 工 程

除去するもの 酸素
（還元） 主に炭素

変 化 鉄鉱石→銑鉄
（鋳鉄） 銑鉄→鋼・鋼鉄

使用される炉 溶鉱炉・高炉 反射炉・転炉

釜石駅前大島高任銅像

図 製鉄の工程

地
の
反
射
炉
に
持
ち
込
ま
れ
た
銑
鉄
は
砂
鉄
を
原
料

と
し
伝
統
的
な
た
た
ら
炉
で
作
ら
れ
た
も
の
で
あ

り
、
古
来
よ
り
た
た
ら
製
鉄
が
盛
ん
な
中
国
地
方
石

見
国
（
現
島
根
県
）
が
主
な
産
地
で
し
た
。
砂
鉄
に

由
来
す
る
石
見
の
銑
鉄
は
ケ
イ
素
の
含
有
量
が
少
な

く
、
大
砲
に
適
し
た
粘
り
気
の
あ
る
鉄
の
生
産
に
は

不
向
き
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

一
方
、
高
炉
建
設
を
目
指
し
水
戸
か
ら
盛
岡
藩
に

戻
っ
た
高
任
は
、
鉄
こ
そ
が
日
本
の
近
代
化
を
推
進

す
る
も
の
で
あ
る
と
見
定
め
、
欧
米
の
製
鉄
技
術
に

な
ら
い
、
二
段
階
に
よ
る
製
鉄
方
法
（
間
接
製
鉄
法
）

を
目
指
し
、
良
質
な
鉄
鉱
石
を
産
出
す
る
故
郷
盛
岡

藩
甲
子

か
っ
し

村む
ら

大
橋

お
お
は
し

（
現
・
釜
石
市
）
に
洋
式
高
炉
を
建

設
し
出
銑
に
成
功
し
ま
し
た
。
ペ
リ
ー
来
航
の
四
年

半
後
の
安
政
四
年
の
こ
と
で
す
。
高
炉
に
初
め
て
火

が
入
れ
ら
れ
た
（
旧
暦
）
安
政
四
年
十
二
月
一
日
（
西

暦
一
八
五
八
年
一
月
十
五
日
）
に
ち
な
み
、
十
二
月

一
日
は
「
鉄
の
記
念
日
」
に
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
の
は
釜
石
市
橋
野
高
炉

跡
で
す
が
、
そ
れ
よ
り
も
前
に
高
炉
を
建
設
し
て
い

た
の
が
こ
こ
甲
子
村
大
橋
で
し
た
。
大
橋
に
そ
の
遺

構
は
残
っ
て
お
ら
ず
、
世
界
遺
産
は
橋
野
に
取
ら
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
釜
石
市
橋
野
で
仮
高

炉
の
建
設
に
着
手
し
、
半
年
後
稼
働
を
始
め
ま
し

た
。
橋
野
高
炉
は
、
那
珂
湊
に
あ
っ
た
水
戸
藩
の
反

射
炉
に
大
砲
用
の
銑
鉄
を
供
給
す
る
た
め
盛
岡
藩
に

よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。

そ
の
ほ
か
、
韮
山
反
射
炉
で
は
一
八
五
七
年
銑
鉄

の
熔
解
に
成
功
し
、
翌
年
一
八
五
八
年
に
韮
山
製
の

大
砲
の
試
射
に
成
功
し
て
い
ま
す
。
こ
の
韮
山
の
反

射
炉
建
設
に
は
こ
こ
に
も
江
川
英
龍
が
携
わ
っ
て
い

ま
し
た
が
、
反
射
炉
が
完
成
す
る
前
の
一
八
五
五
年

に
亡
く
な
っ
て
お
り
、
息
子
英
敏
が
継
い
で
、
先
に

反
射
炉
を
完
成
さ
せ
て
い
た
佐
賀
藩
か
ら
の
技
師
に

支
援
を
受
け
韮
山
反
射
炉
が
完
成
し
て
い
ま
す
。

韮
山
反
射
炉
と
釜
石
と
の
関
係
を
探
っ
て
み
ま
す

と
、
盛
岡
藩
は
高
炉
で
銑
鉄
の
大
量
生
産
を
見
込

み
、
本
来
は
水
戸
藩
那
珂
湊
の
反
射
炉
で
使
用
す
る

た
め
で
し
た
が
、
販
路
先
の
一
つ
に
韮
山
反
射
炉
も

選
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。
橋
野
高
炉
で
生
産
し
た
銑

鉄
を
江
戸
経
由
で
、
幕
府
直
轄
地
の
韮
山
に
送
っ
た

記
録
が
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。
韮
山
反
射
炉
で
鋳
造

し
た
鉄
製
大
砲
の
う
ち
、
一
部
は
橋
野
高
炉
の
銑
鉄

が
原
料
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
な
お
、
韮
山

反
射
炉
で
製
造
さ
れ
た
大
砲
は
実
際
に
は
青
銅
製
が

多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

最
終
的
に
九
州
地
方
（
八
幡
製
鉄
所
）
で
花
開
い

た
産
業
革
命
の
製
鉄
の
源
流
は
、
高
任
に
よ
っ
て
高

炉
が
建
設
さ
れ
た
盛
岡
藩
・
釜
石
及
び
反
射
炉
が
建

設
さ
れ
た
幕
府
天
領
の
韮
山
や
佐
賀
、
薩
摩
、
水
戸
、

萩
な
ど
の
雄
藩
に
あ
る
と
言
え
ま
す
。

大
橋
の
高
炉
建
設
の
と
き
か
ら
引
き
続
き
盛
岡
藩

に
戻
っ
て
い
た
高
任
は
一
八
六
一
年
（
文
久
元
年
）、

蘭
学
・
英
語
・
医
学
・
物
理
・
化
学
・
兵
術
・
砲
術
な

ど
を
教
え
る
日
新
堂
を
盛
岡
に
創
設
、
二
年
後
に
正

式
に
藩
校
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。
日
新
堂
の
生
徒

に
は
新
渡
戸
稲
造
が
い
ま
す
。

三
．
明
治
期
の
鉱
山

維
新
後
、
一
八
六
九
年
（
明
治
二
年
）
に
新
政
府

に
出
仕
、
大
学
校
大
助
教
、
鉱
山
権
正
を
拝
命
し
、

こ
の
年
に
彼
は
総
左
衛
門
か
ら
高
任
へ
改
名
し
ま
し

た
。
翌
一
八
七
〇
年
（
明
治
三
年
）
に
は
坑
学
（
工

学
）
寮
の
創
設
を
建
議
し
、
こ
れ
が
認
め
ら
れ
て
工

部
省
が
創
設
さ
れ
、
一
八
七
一
年
（
明
治
四
年
）
に

は
こ
の
進
言
に
よ
り
工
部
省
内
に
工
学
寮
（
後
の
東

京
大
学
工
学
部
）
が
創
設
さ
れ
ま
す
。
新
政
府
は
工

部
省
が
中
心
と
な
っ
て
、
旧
幕
府
の
経
営
し
て
い
た

小
坂
・
大
葛
・
阿
仁
・
院
内
・
佐
渡
・
生
野
（
兵
庫
）

な
ど
の
鉱
山
や
旧
藩
営
の
高
島
・
三
池
な
ど
の
炭
鉱

を
接
収
し
官
営
事
業
と
し
て
経
営
し
ま
し
た
。
外
国

人
教
師
い
わ
ゆ
る
お
雇
い
外
国
人
の
指
導
の
も
と
に

近
代
産
業
を
政
府
自
ら
経
営
し
て
そ
の
育
成
を
図
り

ま
し
た
。
同
じ
く
明
治
四
年
、
高
任
は
岩
倉
使
節
団

に
同
行
し
欧
州
の
鉱
山
を
視
察
し
ま
し
た
。
帰
国
後

高
任
は
、
各
種
鉱
山
関
係
の
仕
事
を
歴
任
し
製
鉄
近

代
化
に
努
め
て
い
ま
す
。
阿
仁
鉱
山
局
長
（
阿
仁
鉱

山
は
秋
田
県
に
あ
っ
た
鉱
山
で
、
そ
の
昔
、
平
賀
源

内
が
関
わ
り
を
持
っ
て
い
ま
す
。）、
一
八
八
六
年
か

ら
は
佐
渡
鉱
山
局
長
な
ど
を
務
め
、
鉱
山
経
営
に
大

き
な
足
跡
を
残
し
ま
し
た
。
佐
渡
鉱
山
に
は
「
高
任

坑
」
と
い
う
竪
坑
が
残
っ
て
い
ま
す
。
一
八
九
〇
年

（
明
治
二
三
年
）
に
は
日
本
鉱
業
会
の
初
代
会
長
に

就
任
し
ま
し
た
。

・
大
島
高
任
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

高
任
は
、
次
の
時
代
を
作
る
た
め
の
飽
く
な
き
向

学
心
・
探
求
心
・
知
的
好
奇
心
を
持
ち
、
長
崎
へ
の

留
学
や
適
塾
、
象
先
堂
、
欧
米
諸
国
へ
の
留
学
な
ど
、

そ
の
時
そ
の
時
の
最
新
の
技
術
に
触
れ
、
第
一
人
者

か
ら
学
び
、
そ
こ
か
ら
得
た
知
識
を
実
行
し
て
い
こ

う
と
す
る
強
い
意
志
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
中
か
ら

日
本
の
近
代
化
を
推
進
す
る
の
は
鉄
だ
と
見
定
め
、

近
代
化
へ
の
開
発
・
発
展
に
尽
力
し
、
工
学
寮
創
設
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オ
ン
ラ
イ
ン
技
術
を
手
に
し
た
私
た
ち

林は
や
し

高た
か

史し

（
本
会
理
事

大
阪
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
教
授
）

有馬の三羽烏と行基上人像の写真



の
建
議
の
よ
う
に
精
力
的
に
建
白
や
進
言
を
お
こ
な

い
ま
し
た
。
イ
ノ
シ
シ
と
渾
名
さ
れ
る
ほ
ど
思
っ
た

ら
素
早
い
行
動
力
で
切
り
替
え
が
早
い
人
だ
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
一
方
動
じ
る
こ
と
な
く
我
が
道

を
行
く
と
い
う
面
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
こ
の
こ
と

は
次
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
も
う
か
が
え
ま
す
。

明
治
七
年
官
営
の
製
鉄
所
を
釜
石
市
の
港
湾
付
近

に
建
設
し
よ
う
と
な
っ
た
と
き
、
ド
イ
ツ
か
ら
の
技

術
者
ビ
ア
ン
ヒ
ー
の
案
と
の
対
立
が
あ
り
ま
し
た
。

高
任
案
の
ほ
う
が
妥
当
で
あ
る
と
多
く
の
人
が
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、
結
局
高
任
は
ビ
ア
ン
ヒ
ー
案
に
負

け
ま
し
た
。
し
か
し
、
ビ
ア
ン
ヒ
ー
案
を
採
用
し
た

官
営
製
鉄
所
は
長
続
き
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
西

洋
式
高
炉
が
燃
料
を
食
い
す
ぎ
た
よ
う
で
す
。
こ
の

時
高
任
の
出
し
た
案
は
、「
小
さ
く
生
ん
で
大
き
く

育
て
る
」
と
の
発
想
か
ら
成
っ
て
お
り
、
現
代
の
リ

ス
ク
分
散
の
考
え
方
に
つ
な
が
る
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。
高
任
は
ま
た
、
地
元
釜
石
の
特
性
を
良
く
理
解

し
て
見
極
め
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

技
術
者
で
あ
っ
た
高
任
の
こ
れ
ら
の
業
績
は
、
明

治
新
政
府
の
富
国
強
兵
・
殖
産
興
業
の
根
幹
と
な

り
、
日
本
の
近
代
化
の
礎
と
な
り
ま
し
た
。
一
八
七

四
年
（
明
治
七
年
）
官
営
製
鉄
所
着
工
、
一
八
八
〇

年
（
明
治
十
三
年
）
に
は
官
営
釜
石
製
鉄
所
が
発
足
、

の
ち
に
民
間
に
払
い
下
げ
ら
れ
た
釜
石
鉱
山
田
中
製

鉄
所
（
現
在
の
新
日
鉄
住
金
釜
石
製
鉄
所
）
は
、
一

九
〇
三
年
に
日
本
初
の
銑
鋼
一
貫
製
鉄
所
と
な
り
、

そ
の
技
術
は
官
営
八
幡
製
鉄
所
に
も
用
い
ら
れ
、
日

本
の
製
鉄
技
術
を
大
き
く
前
進
さ
せ
て
い
ま
す
。

四
．
晩
年
の
高
任

後
年
は
那
須
野
の
開
墾
に
携
わ
り
、
一
八
八
八
年

に
は
葡
萄
園
を
開
き
、
葡
萄
酒
醸
造
所
を
経
営
、
一

八
九
〇
年
（
明
治
二
三
年
）
か
ら
初
の
国
産
ワ
イ
ン

の
醸
造
を
始
め
ま
し
た
。
明
治
三
〇
年
こ
ろ
那
須
野

葡
萄
酒
の
市
場
販
売
も
し
ま
し
た
。

明
治
二
八
年
七
〇
歳
で
隠
居
、
晩
年
に
東
京
西
ヶ

原
に
広
さ
一
万
坪
の
茶
園
を
開
設
し
ま
し
た
。
妻
の

八
十

や

そ

が
亡
く
な
っ
た
一
九
〇
〇
年
（
明
治
三
三
年
）

の
翌
年
、
明
治
三
四
年
東
京
本
郷
の
自
宅
に
て
七
六

歳
で
永
眠
し
ま
し
た
。

大
島
高
任
が
晩
年
開
設
し
た
茶
園
は
東
京
北
区

西
ヶ
原
の
旧
古
河
庭
園
（
も
と
は
明
治
期
、
陸
奥
宗

光
の
邸
宅
）
に
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
が
、
旧
古
河

庭
園
の
資
料
や
陸
奥
宗
光
と
の
関
係
を
あ
た
っ
て
み

て
も
大
島
高
任
と
結
び
つ
く
資
料
が
乏
し
い
で
す
。

ほ
か
の
角
度
か
ら
調
べ
て
い
き
ま
す
と
、
古
河
財
閥

の
創
始
者
で
あ
る
古
河
市
兵
衛
（
一
八
三
二
-一
九

〇
三
)と
の
関
係
が
浮
上
し
て
き
ま
す
。
古
河
市
兵

衛
は
、
盛
岡
に
暮
ら
し
た
こ
と
も
あ
り
、
高
任
と
は

阿
仁
鉱
山
で
つ
な
が
り
を
持
ち
、
福
島
県
軽
井
沢
銀

山
を
共
同
経
営
し
た
こ
と
も
あ
り
、
深
く
か
か
わ
っ

て
い
た
よ
う
で
す
。
市
兵
衛
は
陸
奥
宗
光
の
次
男
を

養
子
に
も
ら
う
ほ
ど
の
関
係
を
築
い
て
お
り
、
こ
こ

で
古
河
庭
園
の
つ
な
が
り
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
高

任
の
茶
園
は
古
河
市
兵
衛
の
手
に
渡
っ
て
土
地
を
合

わ
せ
て
現
在
の
旧
古
河
庭
園
の
敷
地
に
な
っ
た
よ
う

で
す
。
古
河
市
兵
衛
に
つ
い
て
は
彼
の
お
こ
な
っ
た

事
業
の
一
部
が
現
在
の
古
河
電
気
工
業
に
つ
な
が
っ

て
い
き
ま
す
。
一
方
、
同
じ
年
代
で
東
京
西
ヶ
原
に

農
商
務
局
農
事
試
験
場
、
製
茶
試
験
場
、
茶
樹
種
類

試
験
園
が
開
設
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
こ
ち
ら
と
の

関
係
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
ま
す
。

こ
の
農
商
務
省
農
事
試
験
場
・
製
茶
試
験
場
は
明
治

二
六
年
に
東
京
西
ヶ
原
に
設
置
さ
れ
、
の
ち
の
農
業

技
術
研
究
所
は
筑
波
学
園
都
市
に
移
転
し
ま
し
た
。

こ
の
記
事
を
書
い
て
い
る
今
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
家
に
い
る
こ
と
が
多

く
、
普
段
よ
り
も
時
間
の
使
い
方
に
考
え
さ
せ
ら

れ
、
今
ま
で
と
違
う
生
活
様
式
に
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
人
生
百
年
と
言
わ
れ
る
時
代
に
突

入
す
る
と
き
、
晩
年
の
高
任
が
葡
萄
園
や
茶
園
を
開

設
し
た
よ
う
に
、
引
退
し
て
も
な
お
精
力
的
に
活
動

す
る
こ
と
は
見
習
い
た
い
も
の
で
す
。
高
任
が
現
役

で
鉄
や
鉱
山
に
奔
走
し
て
い
る
と
き
、
そ
の
時
か
ら

ブ
ド
ウ
や
お
茶
に
興
味
が
あ
っ
た
の
か
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、
い
ま
の
自
分
が
追
い
続
け
て
い
る
も
の
が
、

急
に
無
く
な
っ
た
時
に
、
そ
れ
以
外
の
こ
と
に
新
し

く
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
よ
う
に
、
自
分
の
専
門
外
の

こ
と
に
も
興
味
を
持
ち
続
け
、
屋
台
骨
が
揺
ら
い
だ

時
も
す
ぐ
に
乗
り
移
れ
る
よ
う
に
普
段
か
ら
意
識
し

て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

本
稿
を
書
く
に
あ
た
っ
て
以
下
の
書
籍
を
参
考
に
し

ま
し
た
。『
大
島
高
任
―
日
本
産
業
の
礎
を
築
い
た

「
近
代
製
鉄
の
父
」』（
半
澤
周
三
、
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

二
〇
一
一
)、『
知
ら
れ
ざ
る
鉄
の
科
学
』（
齋
藤
勝
裕
、

サ
イ
エ
ン
ス
・
ア
イ
新
書
二
〇
一
六
)『
日
本
の
鉱
山

を
巡
る
《
人
と
近
代
遺
産
》』（
岡
部
利
彦
、
弦
書
房

二
〇
一
五
)。
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骨
董
で
も
な
い
、
西
洋
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
で
も
な

い
、
コ
レ
ク
タ
ー
ズ
ア
イ
テ
ム
で
も
な
い
。

そ
ん
な
モ
ノ
た
ち
に
魅
入
ら
れ
た
人
々
が
集
ま
っ

て
い
る
道
場
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
は
『
無
数
の
モ
ノ
た
ち
の
ザ
ワ
メ
キ
の
中

か
ら
国
産
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
に
ふ
さ
わ
し
い
モ
ノ
た
ち

の
声
を
聞
き
分
け
る
』
こ
と
が
修
行
で
す
。

こ
れ
は
、
そ
ん
な
道
場
で
の
出
来
事
で
す
。












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

























前
回
ま
で
の
あ
ら
す
じ

Ｏ
市
で
悠
悠
自
適
の
毎
日
を
送
る
タ
イ
シ
は
、
骨

董
で
も
な
い
西
洋
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
で
も
な
い
国
産
の

洋
風
モ
ノ
の
収
集
を
始
め
て
三
〇
年
。
彼
が
「
国
産

ア
ン
テ
ィ
ー
ク
」
と
呼
ん
で
い
る
自
分
の
愛
す
る
モ

ノ
た
ち
が
、
い
ま
だ
に
市
民
権
を
得
て
い
な
い
こ
と

に
少
し
不
満
だ
。
そ
こ
で
仲
間
を
集
め
て
勉
強
会
を

行
う
こ
と
に
し
た
。

道
場
開
き
で
は
カ
ッ
プ
の
披
露
が
行
わ
れ
た
。
そ

し
て
、
美
人
画
ポ
ス
タ
ー
、
マ
ッ
チ
レ
ッ
テ
ル
、
引

札
（
広
告
用
印
刷
物
）
の
バ
ト
ル
に
続
き
、
今
回
は
、

香
蘭
社
の
小
花
瓶
、
硬
質
陶
器
の
対
戦
が
行
わ
れ

る
。
イ
ト
ウ
と
ノ
グ
チ
が
一
勝
一
敗
、
先
生
(フ
ク

ザ
ワ
)一
勝
で
迎
え
た
今
回
は
、
師
範
代
の
ナ
ツ
メ

が
初
参
戦
。
勝
敗
は
如
何
に
。

第
四
試
合

師
範
「
次
は
、
香
蘭
社
の
小
花
瓶
（
図
１
）
で
す
。

釉
下
彩
で
す
か
、
珍
し
い
で
す
ね
。
釉
下
彩
は
、
染

付
と
同
じ
技
法
で
釉
薬
の
下
に
、
藍
色
以
外
の
色
を

磁
器
に
画
付
け
す
る
こ
と
で
す
。
紅
色
の
釉
下
彩
は

釉
裏
紅

ゆ
う
り
こ
う

、
ピ
ン
ク
色
の
釉
下
彩
は
正
円
子

し
ょ
う
え
ん
じ

と
呼
ば

れ
、
江
戸
時
代
か
ら
実
用
化
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

ご
く
少
数
で
し
た
。
明
治
時
代
に
入
っ
て
、
緑
、
茶
、

黒
色
が
実
用
化
さ
れ
、
赤
と
黄
色
の
実
用
化
は
明
治

末
か
ら
大
正
時
代
に
か
け
て
で
し
た
。
明
治
後
期
の

釉
下
彩
モ
ノ
が
地
味
な
の
は
そ
の
せ
い
で
す
。
黄
色

を
使
っ
た
モ
ノ
は
珍
品
で
す
。
師
範
代
の
持
込
で

す
。
こ
れ
は
里
帰
り
で
す
か
？
」

師
範
代
「
違
い
ま
す
。」

師
範
「
そ
れ
で
は
、
師
範
代
と
先
生
お
願
い
で
き

ま
す
か
。
先
手
は
師
範
代
で
す
。」

師
範
代
「
釉
下
彩
の
小
花
瓶
で
す
。
高
さ
は
十
セ

ン
チ
余
り
で
、
白
地
に
菖
蒲
が
紫
と
緑
で
描
い
て
あ

り
ま
す
。
西
浦
（
図
２
）
や
松
風
（
図
３
）
の
モ
ノ

な
ら
ア
メ
リ
カ
で
も
時
々
目
に
し
ま
す
が
、
香
蘭
社

や
深
川
の
モ
ノ
は
見
た
こ
と
あ
り
ま
せ
ん
。

『
西
浦
』
と
は
美
濃
の
西
浦
円
治
の
こ
と
で
す
。

明
治
二
〇
年
代
に
は
上
画
付
け
モ
ノ
を
、
三
〇
年
代

に
は
釉
下
彩
モ
ノ
を
輸
出
し
て
い
ま
し
た
。
釉
下
彩

モ
ノ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
製
品
を
見
習
っ
て
作
り
始
め
た

そ
う
で
す
。
明
治
時
代
の
末
に
廃
業
し
ま
し
た
。

『
松
風
』
と
は
京
都
の
松
風
嘉
定
の
こ
と
で
す
。
明
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